２．活動について
	活動タイトル（30字以内）
（例）湿地を利用する野鳥と環境の関係を探る

	活動内容

・活動期間（例：2023年4月～現在）


・参加人数・部活名等（例：生徒15名、教員2名）


・主な活動場所（例：学校周辺、○○川、○○干潟）


・キーワード


	活動概要（目安：400～2000字程度） ※箇条書き可
（例）
本校自然科学部では、○○湿地における野鳥の利用状況と生息環境との関係について調査を行いました。
調査は年間を通して月2回実施し、確認種、個体数、行動、植生、水位、気象条件などを記録しました。また、過去の調査データや文献とも比較し、長期的な環境変化について検討しました。
調査結果は統計処理やグラフ化を行い、野鳥の利用環境との関連を分析しました。あわせて地域住民への聞き取り調査も実施し、自然環境の変遷や保全活動の歴史についても整理しました。
研究成果は文化祭や地域報告会で発表するとともに、自治体へ資料提供を行いました。
















３．成果・工夫した点（目安：400～2000字程度）
	以下のような内容をご記入ください。
・工夫したこと　・地域との連携　・継続している点　・今後期待されること

（例）
複数年の調査結果を比較することで、一時的な変化だけでなく長期的な傾向についても考察することができました。また、気象条件や植生の変化など複数の要因を組み合わせて分析したことで、生息環境との関係をより多角的に検討することができました。
調査ではデータの信頼性を高めるため、観察方法を統一し、複数人による確認を実施しました。また、GPSやデジタル機器を活用して記録精度の向上にも取り組みました。
研究成果は地域への提言としてまとめ、「生物多様性を守るためには継続した調査と地域住民の理解が重要である」という結論に至りました。本活動を通して、科学的な調査手法だけでなく、地域と協働して自然保護を進めることの重要性についても学ぶことができました。




審査で重視するポイント
〇　児童・生徒が、教員や地域の関係者の支援を受けながら、主体的に取り組んでいる
〇　野生生物全般に関する保護活動において、「親しむ活動」「理解する活動」「守る活動」
「広める活動」 が行われている 
〇  活動が、野生生物の保護や生息環境の保全につながっている
〇  活動が、地元の方々と関わりながら協力が得られるものになっている 
〇  子どもならではの着眼点や創意工夫が見られること
